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E.coli との相関を FF によって R2=0.88 で求めている。その予測値の交差検証における平均二乗誤差
（RMSECV）は、FFによる誤差が 0.78log CFU/cm2と低く、精度の良い予測が可能であることが示された。
加えて緩衝液により希釈された牛肉付着の微生物数もまた高い精度(R2=0.97, RMSECV=0.7)で予測できる









と 0.22 µm のフィルターでろ過された緩衝液の FF データが求められた。PLSRモデルが展開され FFから
生菌数（APC）が概算され、FFから食肉表面の APCを予測するための PLSRにおいて、R2と RMSECVはそれ





第４章で著者は光ファイバーを使った FFによる牛肉 APCの最適な予測手法を示している。ここで 15℃
の培養器内に保存された試料（1×1 cm2）につき、12、24、36、48、60、72時間後の FFデータおよび APC
が同時に求められた。PLS回帰モデルは新しい FFと APCのデータセットにより検証され、システムの PLS 回








審   査   の   要   旨 
 
食品の微生物検査は、食の安全安心を確保するために必要不可欠なプロセスである。その公定法として
微生物培地を用いたコロニー培養・カウント法が一般的に使用されているが、時間や労力等を要すること
が課題とされてきた。著者は、非破壊かつ迅速な物性計測を可能とする分光分析法の一つ、蛍光指紋法
（Fluorescence Fingerprint、FF）に着目し、食肉中微生物の検出への適用を提案して、そのプロセス特
性を解析した。 
本論文においては、FFデータと微生物の蛍光代謝産物との相関を PLSRにより解析する手法が確立され、
従来の液体試料を対象とする定量から実食肉試料の定量へと方法論を発展させるとともに、FFを原理とす
る食肉微生物計測のベンチスケールモデルを構築し、その実用化のための特性解析を行ったことが高く評
価された。得られた知見は FFが従来法と比較して精度や効率に優れ、食品の分光分析技術の向上に寄与で
きることを示すものでもある。したがって本論文は高い学術的価値を有するのみならず、食品産業の発展
にも資する優れた学位論文であると判断された。 
平成２９年１月２７日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
